







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































雑誌名 35年3月 4月 5月 6月 9月 10月 36年1月 2月 3月 4月 5月 6月
中央公論 92～3 70 150 90 140 160 110 60 42 120 70
60




25～6 40 50 一 30 一 25
24 23 40 30 15
文芸春秋 30 一 一 一
30 34～5 22 18 11 一 15
25




一 一 一 一 35～6
40 50 50 50 50
労働雑誌 　 一 『 一 一 一
27
一








一 一 一 一 一 一
6 26 29 30 23 18




歴史科学 35～6 40 一 皿 一 60
20 24 31 35 27 26
世界文化 一 一 一 一 一 一 一 一
11 15 10～15 10～15
経済評論 72～3 80 一 60 一
70 41 14 48 45 30 30
エコノミスト 一 一 50 一 一
40 35 30 40 50 30 30
「学消ではどんな本が買われたか」（東京学生消費組合図書部発行r図書評論』連載）より作成
一
、
日
本
も
の
で
力
の
こ
も
っ
た
読
み
答
へ
の
あ
る
論
文
が
一
つ
も
な
い
。
一
、
一
体
、
諸
君
は
現
代
に
於
け
る
「
進
歩
的
」
と
云
ふ
事
を
何
う
理
解
し
て
ゐ
る
の
か
。
一、
鼬
ｾ
に
云
つ
て
、
創
刊
号
は
経
済
往
来
や
改
造
や
中
公
に
も
劣
る
（
埼
玉
　
鞠
子
、
三
五
年
四
月
）
。
論
文
欄
が
ど
う
も
貧
弱
で
す
。
ソ
ヴ
エ
ト
の
欄
と
ダ
ン
チ
で
す
。
［
プ
ア
ッ
シ
ョ
批
判
の
特
集
に
対
し
i
引
用
者
注
］
奥
歯
に
も
の
＼
は
さ
ま
つ
て
ゐ
る
物
足
り
な
さ
を
感
ず
る
（
東
京
　
戸
田
、
三
五
年
五
月
）
。
「
社
評
」
が
号
を
重
ね
る
に
従
つ
て
よ
く
な
つ
て
行
く
の
を
悦
び
ま
す
。
日
本
人
の
書
く
評
論
が
、
本
誌
の
最
大
の
弱
点
を
な
し
て
ゐ
る
の
は
あ
る
意
味
で
止
む
を
得
な
い
事
情
（
中
略
）
編
集
方
針
は
之
ま
で
、
学
生
、
イ
ン
テ
リ
層
を
対
象
と
し
て
ゐ
る
や
う
で
す
が
、
も
つ
と
労
働
者
、
貧
農
に
親
し
ま
れ
る
や
う
に
御
努
力
を
切
望
し
ま
す
（
福
岡
　
上
林
、
三
五
年
九
月
）
。
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『
社
会
評
論
』
の
売
り
物
は
、
豊
富
な
情
報
源
を
も
っ
た
ソ
連
関
係
記
事
で
あ
り
、
読
者
に
も
好
評
だ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
だ
け
に
読
者
は
、
日
本
を
対
象
と
し
た
評
論
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
た
。
彼
ら
は
「
進
歩
的
」
と
銘
打
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
教
養
あ
る
い
は
ソ
ビ
エ
ト
情
報
が
与
え
ら
れ
る
だ
け
で
は
不
満
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
同
時
期
に
発
行
さ
れ
て
い
た
『
労
働
雑
誌
』
『
時
局
新
聞
』
『
社
会
運
動
通
信
』
な
ど
に
比
べ
る
と
、
『
社
会
評
論
』
は
労
働
運
動
・
社
会
運
動
関
連
の
記
事
が
少
な
い
点
も
、
「
国
際
社
会
運
動
通
信
が
あ
つ
て
国
内
社
会
運
動
通
信
が
な
い
の
は
ど
う
か
」
（
大
阪
　
一
菜
パ
服
、
三
五
年
六
月
）
、
「
一
体
に
社
評
に
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
寄
稿
が
多
す
ぎ
る
。
も
つ
と
地
味
な
実
際
運
動
家
の
も
の
を
載
せ
よ
。
今
の
所
改
造
、
中
公
と
五
十
歩
百
歩
だ
」
（
大
阪
　
松
本
、
三
五
年
九
月
）
と
批
判
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
編
集
部
は
、
「
国
内
社
会
運
動
を
掲
載
せ
よ
と
の
読
者
の
声
が
大
き
い
の
で
、
ロ
ハ
今
資
料
蒐
集
中
」
（
「
編
集
後
記
」
三
五
年
六
月
）
と
応
じ
、
三
五
年
八
月
号
か
ら
「
日
本
社
会
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
運
動
通
信
」
を
設
置
し
た
。
ま
た
九
月
号
か
ら
は
、
匿
名
評
論
「
社
会
評
論
」
「
政
治
評
論
」
「
文
芸
評
論
」
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
（
1
9
）
た
。
日
本
の
現
実
に
対
す
る
分
析
．
批
判
の
充
実
、
社
会
運
動
と
の
関
連
と
い
っ
た
読
者
の
要
求
に
、
ど
れ
だ
け
応
え
ら
れ
る
か
が
『
社
会
評
論
』
の
課
題
で
あ
り
、
「
日
本
社
会
運
動
通
信
」
や
匿
名
評
論
の
設
置
は
、
編
集
部
の
回
答
で
あ
っ
た
。
　
読
者
の
不
満
が
多
く
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
推
測
が
で
き
る
。
現
状
を
「
進
歩
的
」
に
批
判
・
評
論
し
活
字
化
す
る
ほ
ど
の
思
想
．
言
論
の
自
由
は
、
一
九
三
五
年
の
日
本
に
存
在
し
な
か
っ
た
。
『
社
会
評
論
』
の
誌
面
に
も
、
当
然
そ
の
制
約
は
反
映
さ
れ
る
。
自
分
達
の
「
進
歩
的
」
立
場
を
充
分
表
明
で
き
な
い
状
況
に
お
い
て
、
少
し
で
も
そ
の
姿
勢
を
示
そ
う
と
す
る
な
ら
、
読
者
が
『
社
会
評
論
』
に
抱
く
物
足
り
な
さ
を
、
そ
の
ま
ま
掲
載
す
る
こ
と
も
手
段
で
あ
る
。
読
者
の
不
満
の
掲
載
は
、
『
社
会
評
論
』
が
合
法
的
な
範
囲
で
活
動
を
続
け
な
が
ら
見
せ
る
こ
と
の
で
き
る
、
精
一
杯
の
「
進
歩
的
」
姿
勢
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
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三
　
文
化
擁
護
の
キ
ャ
ン
ペ
！
ン
「進歩的」雑誌と反ファシズム運動
　
一
九
三
五
年
六
月
、
パ
リ
に
お
い
て
第
一
回
文
化
擁
護
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
の
た
め
に
様
々
な
国
の
作
家
．
文
化
人
が
参
加
し
た
。
七
月
一
四
日
の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
革
命
記
念
集
会
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
が
正
式
に
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
『
社
会
評
論
』
の
特
色
は
、
前
述
の
よ
う
に
ナ
ウ
カ
社
に
入
っ
て
く
る
海
外
情
報
で
あ
り
、
三
五
年
九
月
号
で
は
「
文
化
擁
護
の
た
め
に
」
が
特
集
さ
れ
、
文
化
擁
護
国
際
会
議
に
お
け
る
報
告
決
議
及
び
「
文
化
を
護
れ
！
」
（
ジ
イ
ド
）
・
「
文
化
擁
護
会
議
に
寄
す
」
（
ゴ
i
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
リ
キ
ー
）
が
掲
載
さ
れ
た
。
　
「
わ
れ
ら
は
本
誌
の
創
刊
以
来
、
文
化
の
擁
護
と
言
論
の
自
由
の
た
め
に
国
の
進
歩
的
分
子
が
、
一
つ
と
な
つ
て
闘
ふ
べ
き
こ
と
を
提
唱
し
て
き
た
。
い
ま
や
巴
里
に
お
け
る
国
際
文
化
擁
護
大
会
を
は
じ
め
、
世
界
各
国
に
お
け
る
文
化
統
一
戦
線
の
問
題
が
日
程
に
の
ぼ
さ
れ
て
ゐ
る
」
（
「
巻
頭
言
」
三
五
年
一
〇
月
）
。
先
に
述
べ
た
「
進
歩
的
」
運
動
の
モ
デ
ル
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
人
民
戦
線
と
い
う
形
で
出
現
し
、
ジ
イ
ド
や
マ
ル
ロ
ー
た
ち
が
そ
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
、
興
奮
を
感
じ
た
知
識
人
は
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
海
外
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
が
も
た
ら
す
興
奮
に
乗
っ
て
、
『
社
会
評
論
』
は
文
化
擁
護
特
集
を
連
載
し
て
い
っ
た
。
　
三
五
年
一
〇
月
号
に
は
「
文
化
擁
護
国
際
会
議
に
就
て
の
諸
家
の
感
想
」
と
し
て
、
日
本
の
文
化
人
四
二
名
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
掲
載
さ
れ
た
。
「
一
、
会
議
へ
の
感
想
」
で
は
例
外
な
く
称
賛
が
述
べ
ら
れ
、
「
二
、
わ
が
国
に
文
化
擁
護
運
動
を
起
す
必
要
あ
り
や
」
に
も
、
全
員
が
必
要
と
答
え
て
い
る
。
「
三
、
そ
の
文
化
擁
護
対
策
如
何
」
に
対
し
て
は
、
五
名
が
「
統
一
戦
線
の
結
成
」
を
挙
げ
、
国
際
作
家
協
会
等
を
つ
く
る
・
小
林
多
喜
二
賞
の
設
置
・
政
治
組
合
運
動
と
の
共
同
戦
線
・
知
識
階
級
論
の
新
し
き
確
立
等
、
い
ず
れ
も
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知
識
人
の
糾
合
・
文
化
団
体
の
確
立
を
求
め
る
回
答
が
出
さ
れ
た
。
会
議
に
対
す
る
反
響
に
つ
い
て
編
集
部
は
、
「
前
号
で
詳
細
に
報
道
し
た
文
化
擁
護
国
際
会
議
の
記
事
を
契
機
と
し
て
わ
が
国
の
進
歩
的
文
化
人
の
間
に
も
漸
く
「
文
化
を
守
れ
」
と
い
ふ
気
運
が
動
き
出
し
て
来
た
（
中
略
）
諸
家
の
殆
ん
ど
一
致
的
意
見
と
も
言
ふ
べ
き
進
歩
的
文
化
人
を
打
つ
て
一
丸
と
し
た
「
超
党
派
的
」
な
「
文
化
擁
護
同
盟
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
の
如
き
も
の
＼
生
ま
れ
る
日
も
遠
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ら
う
L
（
「
編
集
後
記
」
三
五
年
一
〇
月
）
と
評
価
し
て
い
る
。
　
翌
＝
月
号
で
は
特
集
「
文
化
を
護
れ
1
」
が
組
ま
れ
、
六
名
の
論
説
が
掲
載
さ
れ
た
。
う
ち
新
居
格
・
戸
坂
潤
・
加
藤
勘
十
が
、
文
化
擁
護
運
動
の
具
体
化
に
向
け
提
唱
を
行
っ
て
い
る
。
　
新
居
格
は
、
「
進
歩
主
義
者
の
結
合
を
提
唱
し
た
青
野
［
季
吉
－
引
用
者
注
］
、
貴
司
［
山
治
］
の
二
君
、
作
家
ク
ラ
ブ
を
提
議
し
た
林
房
雄
君
、
学
芸
自
由
同
盟
の
再
興
を
問
題
に
仕
出
し
た
「
時
局
新
聞
」
文
化
擁
護
の
国
際
作
家
大
会
の
紹
介
を
つ
と
め
た
「
セ
ル
パ
ン
」
並
に
「
社
会
評
論
」
加
藤
勘
十
氏
、
学
芸
自
由
同
盟
の
主
要
々
素
だ
つ
た
舟
木
重
信
、
三
木
清
、
石
浜
知
行
、
長
田
秀
雄
、
藤
森
成
吉
、
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
坂
潤
、
豊
島
与
志
雄
氏
等
の
人
々
が
先
づ
寄
つ
て
談
合
し
て
ほ
し
い
の
だ
」
と
呼
び
か
け
た
。
加
藤
勘
十
は
労
働
運
動
家
の
立
場
か
ら
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
「
文
化
運
動
が
文
化
運
動
の
領
野
に
止
る
限
り
、
そ
れ
は
広
汎
な
る
大
衆
的
啓
蒙
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
の
掩
護
運
動
と
し
て
こ
れ
と
同
伴
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
労
働
組
合
が
労
働
者
の
あ
ら
ゆ
る
思
想
的
色
合
の
共
同
闘
争
体
で
あ
る
の
と
同
じ
や
う
に
、
文
化
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
は
ミ
ニ
マ
ム
綱
領
に
従
ふ
最
大
限
度
の
広
汎
な
共
同
戦
線
体
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
主
張
し
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
自
由
主
義
ま
で
の
多
様
な
立
場
を
含
む
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
知
識
人
と
の
「
共
同
戦
線
」
の
実
現
こ
そ
、
新
居
・
加
藤
や
『
社
会
評
論
』
が
め
ざ
す
文
化
擁
護
運
動
の
目
標
だ
っ
た
。
　
『
社
会
評
論
』
の
読
者
は
、
文
化
擁
護
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
一
〇
月
号
の
「
読
者
談
話
室
」
に
は
、
「
「
社
評
」
の
「
社
評
」
た
る
と
こ
ろ
が
益
々
発
揮
さ
れ
つ
つ
あ
る
如
く
感
じ
ら
れ
頼
し
い
限
り
だ
L
（
東
京
　
吉
田
）
と
い
っ
た
よ
う
な
好
意
的
意
見
も
あ
る
が
、
文
化
擁
護
国
際
会
議
に
つ
い
て
の
感
想
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
＝
月
号
か
ら
は
、
「
読
者
談
話
室
」
欄
そ
の
も
138
「進歩的」雑誌と反ファシズム運動
の
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
「
日
本
社
会
運
動
通
信
」
も
二
月
号
か
ら
消
え
て
い
る
）
。
運
動
の
提
唱
に
対
す
る
読
者
の
反
応
は
、
誌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
面
を
見
る
限
り
不
明
で
あ
る
。
　
結
局
三
五
年
一
二
月
号
か
ら
文
化
擁
護
特
集
は
な
く
な
り
、
進
歩
的
文
化
団
体
結
成
の
動
き
も
消
滅
し
た
。
な
ぜ
文
化
擁
護
の
一
言
も
言
わ
な
く
な
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
言
え
な
く
な
る
よ
う
な
状
況
と
な
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
誌
面
か
ら
は
見
い
出
せ
な
い
。
権
力
側
か
ら
の
圧
力
、
あ
る
い
は
編
集
部
内
で
の
自
己
規
制
や
意
見
対
立
な
ど
、
誌
面
作
り
に
何
ら
か
の
事
情
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
新
居
格
の
発
言
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
一
九
三
五
年
に
は
日
本
で
も
様
々
な
形
の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
文
化
擁
護
運
動
が
企
画
さ
れ
て
い
た
。
論
壇
で
は
知
識
階
級
論
・
自
由
主
義
論
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
、
「
行
動
主
義
」
「
能
動
精
神
」
と
い
っ
た
言
葉
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
が
、
要
す
る
に
、
思
想
言
論
の
自
由
が
狭
め
ら
れ
て
い
く
中
で
、
知
識
人
は
い
か
な
る
態
度
を
と
る
べ
き
か
が
話
題
と
な
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
と
き
海
外
か
ら
入
っ
て
き
た
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
の
報
道
に
触
発
さ
れ
た
形
で
、
文
化
擁
護
組
織
結
成
の
気
運
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
が
『
社
会
評
論
』
の
例
と
同
様
に
、
文
化
擁
護
の
気
運
は
三
五
年
を
越
え
ぬ
う
ち
に
立
ち
消
え
と
な
っ
た
。
小
岩
井
浄
は
運
動
の
不
発
を
、
次
の
よ
う
に
顧
み
て
い
る
。
　
昨
年
度
に
於
い
て
必
然
に
起
る
可
く
し
て
起
ら
な
か
つ
た
も
の
に
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ヤ
の
文
化
擁
護
、
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
の
運
動
が
あ
る
（
略
）
具
体
的
に
は
何
も
生
ま
れ
な
か
つ
た
。
こ
れ
は
イ
ン
テ
リ
の
無
力
と
い
つ
て
啖
ひ
さ
る
事
は
出
来
な
い
。
根
本
的
に
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
思
想
運
動
の
槙
粁
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
何
よ
り
文
化
擁
護
、
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
は
外
な
ら
ぬ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
自
身
の
運
動
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
江
口
漢
は
、
「
日
本
の
進
歩
的
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ヤ
と
労
働
者
階
級
と
が
、
か
つ
て
あ
れ
ほ
ど
強
調
さ
れ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
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と
い
ふ
問
題
を
こ
の
二
一
二
年
あ
ま
り
に
も
烈
し
く
忘
却
し
去
つ
て
少
し
も
恥
と
し
な
い
こ
と
に
対
し
て
鋭
く
注
意
を
喚
起
　
（
2
6
）
し
た
い
L
と
、
「
進
歩
的
」
陣
営
の
政
治
力
の
衰
退
を
指
摘
し
て
い
る
。
三
五
年
の
段
階
で
は
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
明
言
し
て
も
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
非
合
法
視
さ
れ
、
弾
圧
の
対
象
と
は
な
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
知
識
人
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
の
高
揚
に
注
目
し
な
が
ら
、
自
ら
は
手
を
こ
ま
ね
く
結
果
と
な
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
や
自
由
主
義
の
価
値
観
を
持
続
し
、
何
か
行
動
し
な
け
れ
ば
と
焦
り
な
が
ら
も
、
実
際
に
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
す
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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四
　
統
一
戦
線
運
動
と
二
・
二
六
事
件
　
一
九
三
六
年
に
入
る
と
、
『
社
会
評
論
』
の
誌
面
に
は
活
気
が
戻
っ
て
き
た
。
労
働
組
合
・
無
産
政
党
に
お
け
る
統
一
戦
線
運
動
の
高
揚
と
、
総
選
挙
で
の
無
産
政
党
の
躍
進
、
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
人
民
戦
線
政
府
成
立
の
た
め
で
あ
る
。
　
労
働
組
合
に
お
け
る
統
一
戦
線
運
動
は
、
三
五
年
四
月
大
阪
港
南
で
全
労
・
総
同
盟
合
同
促
進
運
動
が
起
こ
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
三
六
年
一
月
一
五
日
に
は
両
者
が
合
同
し
、
全
日
本
労
働
総
同
盟
（
全
総
）
が
結
成
さ
れ
る
に
到
っ
た
。
二
月
二
〇
日
実
施
さ
れ
た
第
一
九
回
総
選
挙
で
は
、
無
産
政
党
が
議
席
を
前
回
の
五
か
ら
二
二
へ
と
大
き
く
伸
ば
し
た
。
社
会
大
衆
党
は
一
八
名
を
当
選
さ
せ
、
東
京
五
区
か
ら
立
候
補
し
た
労
働
組
合
全
国
評
議
会
（
全
評
）
委
員
長
の
加
藤
勘
十
は
、
全
国
最
多
の
得
票
数
を
獲
得
し
た
。
ま
た
ス
ペ
イ
ン
か
ら
、
人
民
戦
線
協
定
（
一
月
一
五
日
）
・
総
選
挙
で
人
民
戦
線
派
が
勝
利
し
ア
サ
ー
ニ
ャ
内
閣
成
立
（
二
月
一
九
日
）
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
え
ら
れ
、
統
一
戦
線
運
動
は
盛
り
上
が
り
を
迎
え
た
。
統
一
戦
線
最
大
の
焦
点
は
、
全
評
な
ど
左
派
組
合
の
統
一
戦
線
参
加
（
全
的
合
同
）
だ
っ
た
。
左
派
の
戦
線
参
加
が
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
勢
力
を
強
め
、
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
を
「
外
な
ら
ぬ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
自
身
の
運
動
」
と
す
る
た
め
の
「進歩的」雑誌と反ファシズム運動
必
須
条
件
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
『
社
会
評
論
』
に
も
、
海
外
情
報
の
紹
介
や
経
済
論
文
に
と
ど
ま
ら
ず
、
総
選
挙
に
つ
い
て
「
［
無
産
政
党
の
ー
引
用
者
注
］
幹
部
も
大
衆
も
興
奮
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
以
上
、
協
同
戦
線
達
成
の
い
、
契
機
は
な
い
も
の
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
「
封
建
」
論
争
も
結
構
だ
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
V
実
践
運
動
に
於
る
統
一
戦
線
の
達
成
は
も
つ
と
重
大
だ
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
実
践
へ
の
参
加
を
提
唱
す
る
意
見
が
掲
載
さ
れ
た
。
三
六
年
二
月
号
の
「
国
際
社
会
運
動
通
信
」
は
、
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
国
際
法
学
者
会
議
（
三
五
年
一
二
月
）
・
国
際
議
員
連
盟
の
平
和
自
由
擁
護
会
議
（
三
五
年
二
月
）
・
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
・
×
×
反
対
の
国
際
会
議
（
三
五
年
二
月
）
・
仏
フ
ァ
ッ
シ
ョ
団
体
の
武
装
解
除
法
案
通
過
な
ど
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統
一
戦
線
運
動
の
動
向
を
報
じ
た
。
ま
た
三
六
年
三
月
号
か
ら
は
、
し
ば
ら
く
中
断
し
て
い
た
「
読
者
談
話
室
」
が
復
活
し
た
。
そ
こ
に
は
「
我
々
は
や
は
り
一
切
の
も
の
＼
集
中
点
た
る
「
政
治
」
に
、
従
つ
て
時
事
問
題
に
万
人
の
注
意
を
引
き
止
め
、
そ
れ
に
注
意
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
貴
誌
が
ま
す
ま
す
こ
の
方
面
で
大
胆
に
正
し
い
努
力
を
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
L
（
大
阪
　
川
村
生
）
と
い
っ
た
期
待
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
投
書
欄
を
復
活
さ
せ
、
こ
う
し
た
意
見
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
か
ら
も
、
『
社
会
評
論
』
が
統
一
戦
線
に
積
極
的
な
姿
勢
を
と
ろ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
と
こ
ろ
が
三
月
号
に
は
、
次
の
よ
う
な
現
状
批
判
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
吾
々
は
前
号
で
述
べ
た
如
く
、
こ
の
総
選
挙
を
利
用
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
し
か
し
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
、
反
フ
ア
ツ
シ
ヨ
を
目
標
と
す
る
偉
大
な
協
同
戦
線
の
波
も
起
ら
ね
ば
、
ま
た
期
待
さ
れ
た
進
歩
的
イ
ン
テ
リ
の
結
合
も
物
に
な
つ
て
ゐ
な
い
や
う
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
吾
々
は
こ
の
国
の
イ
ン
テ
リ
の
余
り
に
も
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
V
ン
テ
リ
的
な
弱
さ
を
嘆
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
。
統
一
戦
線
を
困
難
に
し
た
原
因
に
は
、
麻
生
久
社
会
大
衆
党
委
員
長
が
二
・
二
六
事
件
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
「
日
本
の
国
家
革
新
の
過
程
を
少
な
く
と
も
五
六
年
は
飛
躍
せ
し
め
た
」
と
評
価
す
る
よ
う
な
発
言
を
重
ね
る
な
ど
、
社
大
党
幹
部
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
が
顕
著
と
な
り
、
左
派
と
の
統
一
を
拒
絶
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
統
一
戦
線
が
待
望
さ
れ
た
そ
の
時
、
左
右
無
産
勢
力
の
対
立
は
深
刻
化
し
て
い
た
。
社
大
党
に
所
属
し
て
い
た
鈴
木
茂
三
郎
・
荒
畑
寒
村
ら
は
、
総
選
挙
で
加
藤
勘
十
を
応
援
し
た
こ
と
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を
理
由
に
除
名
さ
れ
、
鈴
木
・
加
藤
ら
は
五
月
四
日
労
農
無
産
協
議
会
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
事
実
上
の
二
党
分
裂
を
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
味
し
、
統
一
戦
線
運
動
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
た
。
　
そ
し
て
、
「
選
挙
の
結
果
も
、
民
衆
の
総
意
も
が
ら
り
と
蹴
と
ば
し
て
し
ま
ふ
や
う
」
（
「
巻
頭
言
」
三
六
年
四
月
）
な
二
・
二
六
事
件
が
発
生
し
た
。
事
件
と
そ
れ
に
続
く
戒
厳
令
の
施
行
（
二
月
二
七
日
～
七
月
一
七
日
）
に
よ
っ
て
、
社
会
運
動
や
言
論
活
動
に
は
大
き
な
制
限
が
加
え
ら
れ
、
メ
ー
デ
ー
も
禁
止
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
『
社
会
評
論
』
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
。
　
事
件
直
後
に
発
行
さ
れ
た
三
六
年
四
月
号
の
特
集
「
二
・
二
六
騒
擾
事
件
の
全
貌
」
は
、
二
月
二
六
日
か
ら
三
月
一
二
日
ま
で
の
新
聞
各
紙
の
報
道
を
転
載
し
た
も
の
で
、
一
度
世
に
出
た
記
事
を
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
禁
処
分
を
避
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
戒
厳
令
下
で
検
閲
の
出
方
が
予
測
し
に
く
い
時
点
で
の
、
合
法
性
を
維
持
す
る
苦
慮
の
手
段
と
い
え
よ
う
。
「
編
集
後
記
」
に
は
、
「
今
回
の
事
件
に
際
し
て
色
々
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
つ
た
が
、
従
来
通
り
合
法
的
に
許
さ
れ
る
範
囲
内
で
の
最
大
の
限
度
の
活
動
を
最
後
ま
で
続
け
て
行
　
　
　
（
3
1
）
く
」
と
あ
る
。
　
『
社
会
評
論
』
三
六
年
四
月
号
・
五
月
号
は
、
戒
厳
令
と
三
月
号
で
削
除
処
分
を
受
け
た
こ
と
が
重
な
っ
た
せ
い
か
、
日
本
の
現
状
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
析
に
関
す
る
論
文
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
っ
て
の
時
評
が
減
少
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
編
集
内
容
は
、
読
者
か
ら
強
い
批
判
を
受
け
た
。
「
有
体
に
云
ひ
ま
す
と
何
う
も
食
ひ
足
り
な
い
気
が
し
な
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」
（
失
名
生
　
「
読
者
談
話
室
」
三
六
年
六
月
）
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
　
三
六
年
四
月
号
に
は
「
無
産
階
級
の
躍
進
　
無
産
政
党
議
員
と
し
て
の
抱
負
と
感
想
」
と
し
て
無
産
代
議
士
八
名
の
抱
負
が
掲
載
さ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
た
が
、
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
反
対
闘
争
」
「
労
働
者
農
民
を
主
体
と
せ
る
広
汎
な
あ
ら
ゆ
る
勢
力
を
糾
合
せ
る
政
治
的
共
同
戦
線
の
確
立
」
を
明
言
し
た
の
は
、
加
藤
勘
十
・
黒
田
寿
男
に
と
ど
ま
っ
た
。
統
一
戦
線
の
中
核
を
自
認
し
、
ま
た
そ
う
な
る
こ
と
を
周
囲
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
い
た
社
大
党
の
代
議
士
す
な
わ
ち
党
幹
部
は
、
既
に
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
姿
勢
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
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四
月
二
九
日
、
松
本
治
一
郎
（
全
国
水
平
社
）
の
斡
旋
で
無
産
政
党
議
員
団
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
議
会
に
お
け
る
活
動
は
、
『
社
会
評
論
』
で
も
「
無
産
党
議
員
は
如
何
に
闘
つ
た
か
（
速
記
録
）
」
（
三
六
年
七
月
）
な
ど
で
伝
え
ら
れ
た
。
し
か
し
「
我
々
が
大
い
に
期
待
し
て
ゐ
た
無
産
派
議
員
の
活
動
を
み
る
に
至
つ
て
ほ
ん
と
に
が
つ
か
り
し
て
し
ま
つ
た
。
（
中
略
）
斎
藤
隆
夫
の
演
説
の
方
が
よ
つ
ぼ
ど
気
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
き
い
て
ゐ
る
」
（
大
阪
　
H
・
M
、
「
読
者
相
談
室
」
三
六
年
六
月
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
読
者
の
間
に
は
失
望
の
声
が
高
か
っ
た
よ
う
だ
。
　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
社
会
評
論
』
六
月
号
の
「
編
集
後
記
」
に
は
、
「
「
社
評
」
は
最
近
相
当
な
売
行
を
み
せ
て
ゐ
る
。
も
う
一
い
き
で
あ
る
L
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
言
論
統
制
が
続
き
「
粛
軍
」
と
称
し
な
が
ら
軍
部
中
心
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
が
一
段
と
進
展
す
る
中
で
、
な
お
進
歩
的
価
値
観
を
有
し
言
論
思
想
の
自
由
を
求
あ
る
人
々
が
、
多
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
三
六
年
五
月
号
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
「
大
学
に
自
由
は
な
い
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
学
生
は
微
か
な
自
由
の
残
り
花
に
、
予
想
外
の
大
き
な
魅
力
を
感
じ
て
居
る
の
だ
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
読
者
た
ち
は
「
食
ひ
足
り
な
」
さ
を
抱
き
な
が
ら
も
、
『
社
会
評
論
』
に
「
微
か
な
自
由
の
残
り
花
」
を
見
た
の
で
あ
っ
た
。
「進歩的」雑誌と反ファシズム運動
五
　
日
本
人
民
戦
線
の
模
索
　
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
で
決
議
さ
れ
た
人
民
戦
線
戦
術
を
、
日
本
に
適
用
さ
せ
る
よ
う
指
示
を
送
っ
た
の
は
、
野
坂
参
三
・
山
本
懸
蔵
に
よ
る
「
日
本
の
共
産
主
義
者
へ
の
て
が
み
」
（
『
国
際
通
信
』
三
六
年
五
月
）
だ
っ
た
。
「
て
が
み
」
の
「
附
言
」
は
、
総
選
挙
に
お
け
る
無
産
党
躍
進
と
二
・
二
六
事
件
後
の
状
況
に
つ
い
て
、
フ
ァ
シ
ス
ト
支
配
の
危
険
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
促
す
一
方
、
「
多
数
の
大
農
を
も
ふ
く
ん
だ
農
民
、
都
市
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
、
知
識
階
級
、
そ
し
て
多
く
の
中
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
不
平
分
子
さ
へ
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も
、
反
フ
ァ
シ
ス
ト
人
民
戦
線
に
引
き
い
れ
う
る
L
と
し
て
、
共
産
主
義
者
は
「
社
会
大
衆
党
そ
の
他
の
無
産
団
体
と
民
政
党
の
地
方
組
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
織
や
進
歩
的
要
素
と
の
協
定
」
を
支
持
し
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統
一
戦
線
実
現
の
た
め
に
闘
う
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。
「
て
が
み
」
の
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
容
が
ど
の
程
度
の
範
囲
に
伝
わ
っ
た
か
は
先
行
研
究
に
拠
る
と
し
て
、
「
人
民
戦
線
」
が
海
外
の
出
来
事
と
し
て
で
は
な
く
、
日
本
の
無
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
産
運
動
・
文
化
運
動
の
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
始
め
た
の
は
、
一
九
三
六
年
四
月
頃
か
ら
で
あ
る
。
　
論
壇
に
お
け
る
日
本
版
人
民
戦
線
の
提
唱
は
、
大
森
義
太
郎
の
「
現
代
我
国
の
基
本
情
勢
」
（
『
中
央
公
論
』
一
九
三
六
年
五
月
）
に
よ
っ
て
口
火
が
切
ら
れ
た
。
大
森
は
「
現
代
の
主
要
な
る
政
治
勢
力
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
、
急
進
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
上
か
ら
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
政
治
的
自
由
主
義
・
社
会
主
義
を
挙
げ
、
日
本
の
政
治
の
基
本
動
向
を
「
上
か
ら
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
確
立
に
い
そ
ぎ
つ
＼
あ
る
」
と
見
る
。
「
政
治
の
一
般
の
右
翼
化
の
傾
向
、
政
治
的
自
由
主
義
の
没
落
、
…
…
－
…
…
…
…
・
…
の
解
消
過
程
、
こ
の
相
関
連
す
る
事
実
は
、
集
つ
て
、
何
を
物
語
つ
て
ゐ
る
か
。
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
上
か
ら
の
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
成
長
で
あ
る
」
。
　
し
か
し
大
森
は
、
「
少
な
く
と
も
現
在
の
瞬
間
に
お
い
て
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
上
か
ら
の
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
傾
向
は
ま
つ
た
く
争
ひ
が
た
い
と
い
ふ
も
の
で
は
な
い
、
上
か
ら
の
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
勢
力
と
急
進
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
勢
力
と
自
由
主
義
勢
力
と
社
会
主
義
勢
力
と
の
四
つ
の
勢
力
は
い
ま
だ
そ
の
い
つ
れ
も
が
決
定
的
な
覇
権
を
握
り
え
ず
に
ゐ
る
」
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
の
例
に
習
っ
た
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
人
民
戦
線
運
動
を
提
唱
し
た
。
で
は
運
動
の
具
体
化
を
い
か
に
す
す
め
る
べ
き
か
。
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一
方
に
急
進
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
勢
力
と
上
か
ら
の
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
勢
力
、
他
方
に
自
由
主
義
勢
力
と
社
会
主
義
勢
力
、
こ
の
間
に
一
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
マ
　
　
マ
）
を
画
す
べ
き
で
あ
る
。
（
中
略
）
フ
ラ
ン
ス
の
『
人
民
戦
線
』
が
ダ
デ
ィ
エ
を
も
そ
の
う
ち
に
擁
し
て
ゐ
る
の
に
比
較
し
て
い
へ
ば
、
敢
て
名
前
を
指
せ
ば
、
つ
く
ら
れ
る
べ
き
わ
が
国
の
人
民
戦
線
は
、
例
へ
ば
尾
崎
行
雄
、
田
川
大
吉
郎
氏
等
の
ご
と
き
人
を
も
含
む
べ
き
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
大
森
は
、
運
動
の
目
標
を
「
原
理
的
な
も
の
で
は
な
く
、
日
常
当
面
の
利
害
に
関
す
る
も
の
」
と
し
て
、
①
政
治
お
よ
び
文
化
の
自
由
の
擁
護
・
②
生
活
窮
乏
の
打
破
・
③
…
…
［
軍
国
カ
ー
引
用
者
注
］
主
義
、
排
外
主
義
に
対
す
る
反
対
、
を
挙
げ
た
。
そ
し
て
「
無
産
政
党
が
、
反
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
勢
力
と
し
て
の
人
民
戦
線
の
結
成
に
主
導
者
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
、
結
成
さ
れ
た
後
に
は
そ
の
最
も
重
要
な
部
隊
を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
　
結
語
で
大
森
は
、
「
人
民
戦
線
の
雛
型
」
1
1
「
無
産
議
員
団
1
も
し
で
き
る
な
ら
ば
自
由
主
義
代
議
士
を
も
加
へ
た
I
」
の
結
成
を
説
い
た
。
「進歩的」雑誌と反ファシズム運動
　
無
産
議
員
団
を
作
る
こ
と
に
成
功
は
し
て
も
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
議
会
は
特
別
の
仕
来
た
り
を
も
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
は
た
し
て
無
産
議
員
諸
君
が
充
分
な
る
発
言
の
機
会
を
も
ち
う
る
か
、
お
ぼ
つ
か
な
く
も
あ
る
。
し
か
し
、
片
言
隻
句
で
も
い
、
、
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
的
傾
向
に
反
対
せ
よ
。
い
や
無
言
の
反
対
で
も
い
＼
、
諸
君
を
待
ち
う
け
て
ゐ
る
そ
の
決
定
的
な
問
題
に
対
し
て
は
、
断
乎
と
し
て
反
対
の
意
志
を
表
明
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
と
き
、
民
衆
は
、
必
ず
や
、
諸
君
に
対
す
る
支
持
を
倍
加
す
る
で
あ
ら
う
。
　
大
森
の
提
唱
に
対
す
る
反
応
は
、
『
社
会
評
論
』
三
六
年
六
月
号
に
あ
ら
わ
れ
た
。
関
根
悦
郎
は
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
分
析
に
つ
い
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
「
正
統
派
」
（
講
座
派
）
の
立
場
に
あ
っ
た
分
、
「
労
農
派
」
の
大
森
と
は
見
解
の
相
違
を
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
関
根
は
現
状
把
握
の
違
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
森
が
「
反
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
の
為
の
人
民
戦
線
結
成
を
要
望
さ
れ
て
ゐ
る
の
に
満
腔
の
賛
意
を
表
す
る
」
と
し
て
、
「
主
唱
者
が
誰
で
あ
る
と
か
、
提
唱
者
の
手
続
き
が
ど
う
で
あ
る
か
と
か
い
ふ
こ
と
等
に
こ
だ
わ
つ
て
は
な
ら
な
い
。
総
て
の
進
歩
的
分
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
子
は
、
あ
ら
ゆ
る
行
掛
り
や
理
論
的
な
相
違
を
棄
て
＼
、
こ
の
結
成
の
為
に
協
力
す
べ
き
で
あ
る
」
と
論
を
結
ん
だ
。
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全
国
農
民
組
合
（
全
農
）
書
記
を
つ
と
め
て
い
た
岡
田
宗
司
は
、
大
森
が
「
日
本
に
於
て
も
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
人
民
戦
線
を
確
立
せ
し
む
べ
き
こ
と
を
強
調
し
、
先
づ
そ
の
端
緒
と
し
て
無
産
議
員
団
の
結
成
、
自
由
主
義
者
と
の
提
携
を
主
張
し
て
ゐ
る
が
、
恐
ら
く
こ
れ
は
多
く
の
無
産
運
動
関
係
者
並
び
に
そ
の
支
持
者
、
投
票
者
、
同
情
者
が
、
意
識
的
に
、
或
は
無
意
識
的
に
考
え
且
つ
希
望
し
て
ゐ
る
所
で
あ
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
ら
う
」
と
評
価
し
た
。
加
藤
勘
十
は
、
「
ブ
ル
政
党
」
の
中
の
政
治
的
自
由
を
守
ろ
う
と
す
る
要
求
を
意
義
あ
る
も
の
と
評
価
す
る
。
「
こ
の
傾
向
は
無
産
階
級
の
政
治
的
自
由
獲
得
の
闘
争
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
初
め
て
正
し
く
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
。
吾
々
は
今
日
の
段
階
に
於
て
、
こ
の
重
要
な
任
務
達
成
の
た
め
に
、
無
産
政
党
を
中
心
と
し
て
之
等
の
要
素
を
糾
合
し
た
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
協
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
同
戦
線
体
の
結
成
に
努
力
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
」
。
　
大
森
論
文
の
発
表
後
、
人
民
戦
線
と
い
う
言
葉
は
論
壇
の
話
題
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『
社
会
評
論
』
七
月
号
も
、
「
す
べ
て
の
若
き
も
の
た
ち
1
伸
び
育
ち
て
こ
の
重
石
を
は
ね
の
け
よ
。
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
の
経
験
は
若
き
世
代
の
た
め
の
「
新
し
き
糧
」
で
あ
る
L
と
い
う
ジ
イ
ド
の
言
葉
を
巻
頭
に
掲
げ
、
「
特
集
人
民
戦
線
は
進
む
！
」
を
組
ん
だ
。
特
集
で
は
フ
ォ
ガ
ラ
ツ
シ
「
社
会
民
主
党
の
分
化
と
統
一
戦
線
」
・
ヴ
オ
ル
ン
ス
キ
イ
「
フ
ラ
ン
ス
に
於
る
人
民
戦
線
の
勝
利
」
・
ミ
ン
ロ
ス
「
動
乱
渦
中
の
ス
ペ
イ
ン
と
人
民
戦
線
」
・
小
岩
井
浄
「
日
本
に
於
け
る
人
民
戦
線
の
問
題
」
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
題
名
で
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
の
人
民
戦
線
に
言
及
し
て
い
る
の
は
小
岩
井
論
文
の
み
で
あ
る
。
　
『
改
造
』
七
月
号
は
特
集
「
人
民
戦
線
と
日
本
」
を
組
み
、
荒
畑
寒
村
「
人
民
戦
線
の
中
心
と
組
織
」
・
清
沢
洌
「
人
民
戦
線
の
政
治
的
基
礎
」
・
鈴
木
東
民
「
人
民
戦
線
は
進
展
す
る
」
・
美
濃
部
亮
吉
「
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
内
閣
の
動
向
」
を
掲
載
し
た
。
い
ず
れ
も
海
外
の
人
民
戦
線
運
動
を
紹
介
す
る
形
を
取
り
、
大
体
の
内
容
も
『
社
会
評
論
』
同
様
だ
っ
た
。
と
す
れ
ば
訳
載
記
事
を
集
め
た
『
社
会
評
論
』
よ
り
、
日
本
人
が
執
筆
し
、
結
語
で
日
本
人
民
戦
線
の
実
現
を
呼
び
か
け
た
『
改
造
』
特
集
の
方
が
、
読
者
の
評
判
が
良
か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
七
月
号
の
「
読
者
相
談
室
」
に
は
、
「
執
筆
者
諸
氏
の
顔
触
れ
が
、
ど
う
も
穏
健
な
立
場
に
立
つ
て
ゐ
る
人
達
が
多
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「進歩的」雑誌と反ファシズム運動
い
（
中
略
）
こ
の
『
社
評
』
な
ど
は
真
先
に
さ
き
頃
よ
り
問
題
と
な
つ
て
ゐ
る
『
労
農
無
産
協
議
会
』
に
よ
る
新
党
樹
立
計
画
、
或
は
『
人
民
戦
線
』
の
確
立
の
諸
論
に
、
而
も
そ
の
当
事
者
達
に
広
く
誌
面
を
提
供
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
ふ
L
（
月
島
　
佃
生
）
、
「
日
本
の
問
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
題
に
つ
い
て
は
い
ま
少
し
充
実
し
た
も
の
を
載
せ
て
貰
ひ
た
い
」
（
大
阪
　
渡
邊
）
と
い
っ
た
批
判
が
相
次
い
で
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
批
判
に
編
集
部
は
、
「
だ
い
ぶ
手
き
び
し
い
批
評
を
頂
い
て
ゐ
ま
す
が
厳
評
、
酷
評
大
に
歓
迎
」
と
し
な
が
ら
、
「
た
ゴ
「
社
評
」
が
困
難
な
情
勢
の
も
と
に
合
法
的
営
業
的
に
発
行
さ
れ
て
ゐ
る
雑
誌
で
あ
る
と
い
ふ
事
だ
け
は
何
時
も
念
頭
に
お
い
て
無
理
な
注
文
だ
け
は
し
な
い
で
頂
き
た
い
L
（
「
編
集
後
記
」
三
六
年
七
月
）
と
ク
ギ
を
さ
し
て
い
る
。
　
「
人
民
戦
線
」
論
議
は
、
八
月
・
九
月
の
各
雑
誌
新
聞
で
引
き
続
き
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
期
、
全
農
再
統
一
（
七
月
二
五
日
V
・
全
評
な
ど
四
組
合
に
よ
る
社
会
大
衆
党
へ
の
門
戸
開
放
要
求
（
八
月
二
九
日
）
・
労
農
無
産
協
議
会
、
社
会
大
衆
党
に
無
条
件
合
同
を
提
議
（
九
月
四
日
）
・
ス
ペ
イ
ン
内
戦
開
始
（
七
月
一
七
日
）
な
ど
、
統
一
戦
線
・
人
民
戦
線
に
関
す
る
話
題
が
事
欠
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
七
月
三
〇
日
に
は
、
労
農
無
産
協
議
会
が
「
自
由
思
想
家
、
文
学
者
等
と
の
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
加
藤
勘
十
・
北
田
一
郎
・
小
堀
甚
二
（
労
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
4
）
協
）
の
他
、
戸
坂
潤
・
岡
邦
雄
・
青
野
季
吉
・
妹
尾
義
郎
な
ど
約
七
〇
名
が
出
席
し
た
。
　
一
方
で
は
、
特
高
警
察
の
組
織
拡
充
（
七
月
四
日
）
・
陸
軍
工
廠
労
働
者
の
組
合
加
入
禁
止
（
九
月
一
〇
日
）
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
九
月
八
日
開
催
さ
れ
た
全
国
特
高
・
外
事
課
長
会
議
で
は
、
「
内
務
当
局
と
し
て
は
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
の
名
に
か
く
れ
て
共
産
主
義
運
動
を
行
は
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
と
す
る
が
如
き
人
民
戦
線
運
動
は
断
乎
制
圧
取
締
る
べ
き
方
針
で
あ
る
旨
」
が
示
さ
れ
た
。
人
民
戦
線
が
話
題
に
な
っ
た
と
同
時
に
、
具
体
化
に
向
け
て
の
条
件
は
悪
化
し
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
　
八
月
号
の
『
改
造
』
で
は
、
戸
坂
潤
「
知
識
階
級
と
文
化
運
動
」
が
、
日
本
に
お
け
る
人
民
戦
線
の
形
態
と
し
て
「
文
化
運
動
に
お
け
る
人
民
戦
線
」
の
積
極
的
意
義
を
力
説
し
た
。
『
セ
ル
パ
ン
』
は
「
人
民
戦
線
と
国
民
戦
線
」
を
特
集
し
、
青
野
季
吉
・
小
松
清
ら
の
評
論
を
掲
載
し
た
。
『
労
働
雑
誌
』
は
文
化
人
・
無
産
運
動
関
係
者
を
対
象
と
し
た
葉
書
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
、
「
日
本
人
民
戦
線
は
果
し
147
て
出
来
る
か
？
L
と
題
し
掲
載
し
た
。
九
月
号
で
は
『
中
央
公
論
』
『
日
本
評
論
』
『
セ
ル
パ
ン
』
が
特
集
を
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
『
改
造
』
『
文
芸
春
秋
』
『
世
界
文
化
』
等
の
雑
誌
、
『
都
新
聞
』
『
読
売
新
聞
』
な
ど
に
も
人
民
戦
線
関
係
の
記
事
が
出
て
砿
縫
。
　
『
社
会
評
論
』
八
月
号
は
ど
う
か
。
巻
頭
論
文
の
関
根
悦
郎
「
二
・
二
六
事
件
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
動
向
」
は
、
七
月
五
日
の
事
件
判
決
（
処
刑
執
行
七
月
一
二
日
）
を
「
急
進
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
退
潮
を
も
た
ら
す
大
き
な
力
」
と
見
な
が
ら
も
、
「
即
ち
之
に
よ
つ
て
日
本
に
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
そ
の
も
の
が
跡
を
絶
つ
た
り
、
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
議
会
主
義
の
勝
利
が
実
現
し
た
り
す
る
と
思
つ
た
ら
飛
ん
で
も
な
い
間
違
ひ
で
あ
る
。
資
本
は
依
然
と
し
て
…
…
…
…
…
方
向
を
進
み
つ
＼
あ
る
。
（
中
略
）
国
家
機
構
の
教
化
に
よ
る
上
か
ら
の
…
…
…
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
方
向
が
一
層
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
」
と
、
注
意
を
喚
起
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
論
文
の
後
半
は
、
伏
字
・
削
除
だ
ら
け
で
ほ
と
ん
ど
意
味
が
と
れ
な
い
。
戒
厳
令
は
七
月
一
八
日
解
除
さ
れ
て
い
る
が
、
自
己
規
制
は
か
え
っ
て
強
化
さ
れ
て
い
る
。
　
自
己
規
制
の
強
化
は
、
人
民
戦
線
論
へ
の
取
り
組
み
方
に
も
影
響
し
た
。
山
本
八
洲
雄
「
八
月
の
論
壇
」
が
『
改
造
』
七
月
号
の
「
人
民
戦
線
と
日
本
」
を
「
近
来
の
秀
逸
」
と
称
賛
し
て
い
る
他
は
、
七
月
号
で
特
集
さ
れ
た
人
民
戦
線
に
関
す
る
記
事
・
反
響
の
類
い
は
見
ら
れ
な
い
。
他
の
雑
誌
新
聞
が
議
論
を
盛
ん
に
掲
載
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
編
集
側
の
自
己
規
制
が
強
く
働
い
て
い
る
よ
う
で
あ
（
4
8
）
る
。　
こ
う
し
た
誌
面
に
対
し
、
相
変
わ
ら
ず
読
者
の
不
満
は
強
い
。
「
読
者
か
ら
の
手
厳
し
い
批
判
に
も
拘
ら
ず
、
尚
、
編
集
方
針
が
改
め
ら
れ
な
い
の
は
、
単
な
る
営
利
の
故
で
は
あ
る
ま
い
」
（
無
名
氏
）
、
「
翻
訳
物
は
と
も
か
く
と
し
て
、
も
つ
と
手
近
な
日
本
の
社
会
問
題
を
、
も
う
一
歩
深
く
取
り
扱
つ
て
も
ら
い
た
い
と
思
ふ
。
困
難
な
事
は
よ
く
わ
か
る
が
、
一
寸
し
た
点
に
も
物
足
り
な
い
と
云
ふ
気
持
が
起
る
」
（
楓
生
）
、
「
そ
れ
に
し
て
も
内
容
に
日
本
の
問
題
を
ど
し
ど
し
盛
つ
て
貰
ひ
た
い
も
の
だ
。
（
中
略
）
国
際
的
問
題
は
多
く
て
も
三
分
の
一
に
す
る
事
」
（
M
生
）
と
い
っ
た
批
判
が
、
八
月
号
の
「
読
者
相
談
室
」
に
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
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六
　
ナ
ウ
カ
社
弾
圧
と
休
刊
「進歩的」雑誌と反ファシズム運動
　
一
九
三
六
年
七
月
三
一
日
、
神
奈
川
県
御
殿
場
に
あ
る
ソ
ビ
エ
ト
大
使
館
情
報
官
「
ア
ス
コ
フ
」
の
別
荘
を
、
あ
る
男
が
訪
問
し
よ
う
と
し
た
。
御
殿
場
署
の
私
服
刑
事
が
男
を
連
行
す
る
と
、
現
金
五
百
数
十
円
と
秘
密
出
版
物
め
い
た
も
の
を
所
持
し
て
い
た
た
め
署
で
拘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
束
し
た
と
こ
ろ
、
男
は
留
置
場
の
格
子
に
頭
を
打
ち
つ
け
自
殺
を
図
っ
た
と
い
う
。
男
は
ナ
ウ
カ
社
社
長
大
竹
博
吉
で
、
こ
の
直
後
に
ナ
ウ
カ
社
員
と
『
文
学
評
論
』
編
集
長
渡
辺
順
三
が
検
挙
さ
れ
、
『
社
会
評
論
』
『
文
学
評
論
』
も
休
刊
と
な
っ
た
。
　
大
竹
は
所
持
し
て
い
た
出
版
物
（
満
州
で
発
行
さ
れ
た
個
人
通
信
と
い
う
）
掲
載
の
記
事
が
軍
事
機
密
漏
洩
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
一
九
三
七
年
（
昭
和
一
二
）
二
月
二
一
二
日
、
軍
機
保
護
法
違
反
で
起
訴
さ
れ
た
。
後
に
軍
機
保
護
法
違
反
容
疑
で
は
無
罪
と
な
っ
た
が
、
治
安
維
持
法
違
反
に
問
わ
れ
、
大
竹
は
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
二
月
二
六
日
懲
役
四
年
の
判
決
を
受
け
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
過
去
に
左
翼
出
版
物
を
発
行
し
て
い
た
経
歴
を
も
つ
だ
け
で
「
共
産
党
に
協
力
し
て
い
た
」
と
見
ら
れ
る
ほ
ど
、
治
安
維
持
法
の
拡
大
解
釈
は
進
ん
で
い
た
。
　
治
安
維
持
法
の
拡
大
解
釈
に
よ
る
フ
レ
ー
ム
・
ア
ッ
プ
は
、
一
九
三
六
年
に
起
き
た
「
コ
ム
・
ア
カ
デ
ミ
i
」
事
件
か
ら
顕
在
化
し
た
。
七
月
一
〇
日
、
講
座
派
の
経
済
学
者
だ
っ
た
山
田
盛
太
郎
・
平
野
義
太
郎
・
小
林
良
正
・
桜
井
武
雄
ら
が
、
「
常
に
日
本
共
産
党
と
緊
密
な
連
絡
の
下
に
、
所
謂
正
統
派
共
産
主
義
学
徒
と
し
て
（
中
略
）
専
ら
党
の
理
論
的
問
題
を
研
究
し
、
党
の
戦
略
戦
術
に
寄
与
す
べ
く
、
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
シ
ア
の
例
に
倣
ひ
「
コ
ム
、
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
役
割
を
担
当
し
来
り
た
る
L
と
し
て
検
挙
さ
れ
た
。
『
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
』
（
一
九
三
二
年
五
月
～
三
三
年
九
月
、
岩
波
書
店
）
の
刊
行
と
、
計
画
中
だ
っ
た
『
日
本
封
建
制
講
座
』
に
関
す
る
活
動
と
の
両
方
に
治
安
維
持
法
違
反
容
疑
が
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
検
閲
を
パ
ス
し
世
に
出
た
出
版
物
に
、
治
安
維
持
法
（
第
二
条
「
国
体
変
革
の
協
議
罪
」
及
び
149
第
三
条
「
煽
動
罪
」
）
が
適
用
さ
れ
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。
　
こ
の
と
き
の
弾
圧
は
講
座
派
の
学
者
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
『
文
藝
街
』
『
ズ
ド
ン
』
と
い
っ
た
文
芸
雑
誌
・
『
時
局
新
聞
』
の
関
係
者
も
検
挙
さ
れ
た
。
う
ち
『
時
局
新
聞
』
は
、
「
合
法
的
範
囲
に
於
て
進
歩
的
立
場
に
立
ち
、
国
内
外
の
政
治
、
経
済
、
文
化
等
諸
情
勢
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
V
歪
曲
せ
ら
れ
ざ
る
解
説
的
ニ
ュ
ー
ス
の
提
供
」
を
目
的
に
発
行
さ
れ
、
『
社
会
評
論
』
と
共
通
し
た
寄
稿
者
も
多
か
っ
た
。
『
時
局
新
聞
』
が
弾
圧
を
受
け
た
こ
と
は
、
『
社
会
評
論
』
の
編
集
者
に
も
少
な
か
ら
ぬ
脅
威
を
与
え
た
は
ず
で
あ
る
。
ナ
ウ
カ
社
発
行
の
『
文
学
評
論
』
の
編
集
責
任
者
だ
っ
た
渡
辺
順
三
は
、
検
挙
さ
れ
た
際
特
高
の
刑
事
か
ら
「
俺
の
方
じ
ゃ
『
文
学
評
論
』
は
も
う
少
し
温
め
て
お
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
て
、
ば
っ
さ
り
や
る
つ
も
り
だ
っ
た
ん
だ
。
そ
れ
を
つ
ま
ら
な
い
こ
と
で
外
事
課
に
も
っ
て
ゆ
か
れ
た
ん
だ
よ
」
と
聞
か
さ
れ
た
と
い
う
。
大
竹
が
ス
パ
イ
と
誤
解
さ
れ
る
よ
う
な
行
動
を
と
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
ナ
ウ
カ
社
が
『
時
局
新
聞
』
の
よ
う
な
弾
圧
を
う
け
る
こ
と
は
、
時
間
の
問
題
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
危
険
を
察
知
し
て
『
社
会
評
論
』
八
月
号
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
自
己
規
制
を
強
め
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
人
民
戦
線
に
対
し
消
極
的
な
姿
勢
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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お
わ
り
に
　
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
に
お
け
る
共
産
主
義
運
動
に
つ
い
て
、
江
口
圭
一
氏
は
最
近
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
日
本
共
産
主
義
運
動
の
悲
劇
と
悲
惨
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
独
裁
、
ソ
連
共
産
党
の
専
制
、
粛
清
・
飢
餓
・
強
制
収
容
所
・
奴
隷
制
的
労
働
と
い
う
ソ
連
の
現
実
か
ら
目
を
そ
む
け
、
ソ
連
を
パ
ラ
ダ
イ
ス
と
す
る
眩
惑
に
溺
れ
、
ソ
連
型
社
会
主
義
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
求
め
る
と
い
う
今
世
紀
最
大
の
幻
影
と
虚
構
の
な
か
に
純
真
な
青
春
を
献
身
さ
せ
、
し
か
も
結
果
に
お
い
て
極
左
主
義
戦
術
に
よ
り
民
衆
の
反
ソ
・
反
共
の
憎
悪
・
恐
怖
「進歩的」雑誌と反ファシズム運動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）
を
あ
お
り
、
防
共
を
目
標
と
す
る
日
本
の
対
外
膨
張
を
容
易
に
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
L
　
ソ
ビ
エ
ト
に
お
け
る
人
民
抑
圧
を
直
視
し
、
批
判
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
点
が
、
当
時
の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
人
民
戦
線
運
動
の
限
界
と
、
一
般
的
に
言
え
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
『
社
会
評
論
」
に
掲
載
さ
れ
た
海
外
記
事
の
分
析
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
『
社
会
評
論
』
で
紹
介
さ
れ
る
ソ
連
社
会
は
、
ま
さ
に
パ
ラ
ダ
イ
ス
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
。
『
社
会
評
論
』
は
結
果
的
に
、
幻
影
と
虚
構
と
を
日
本
の
読
者
に
提
供
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
幻
影
と
虚
構
が
、
一
九
三
五
、
六
年
の
日
本
で
雑
誌
が
一
八
号
刊
行
さ
れ
る
ほ
ど
の
商
業
価
値
を
も
ち
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
反
感
を
抱
く
学
生
・
知
識
人
・
労
働
者
た
ち
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
。
　
し
か
し
『
社
会
評
論
』
編
集
の
焦
点
は
、
あ
く
ま
で
日
本
に
お
け
る
「
進
歩
的
」
立
場
の
堅
持
で
あ
っ
た
。
文
化
擁
護
運
動
や
人
民
戦
線
な
ど
、
海
外
情
報
の
紹
介
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
日
本
に
ど
の
よ
う
に
し
て
実
現
さ
せ
る
か
を
、
『
社
会
評
論
』
の
読
者
た
ち
は
、
常
に
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
以
上
、
『
社
会
評
論
』
が
め
ざ
し
た
「
進
歩
的
」
姿
勢
を
検
討
し
て
き
た
が
、
印
象
に
残
る
の
は
、
当
時
の
メ
デ
ィ
ア
が
い
か
に
思
う
よ
う
な
企
画
・
編
集
が
で
き
ず
、
企
画
を
実
現
で
き
た
と
し
て
も
そ
の
姿
勢
を
持
続
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
合
法
的
に
雑
誌
が
発
行
さ
れ
続
け
る
た
め
に
、
発
行
者
お
よ
び
編
集
者
は
自
己
規
制
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
勢
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
『
社
会
評
論
』
は
注
意
を
払
っ
て
編
集
さ
れ
て
い
た
。
　
こ
の
こ
と
は
、
海
外
記
事
の
訳
載
に
誌
面
の
多
く
を
割
き
、
日
本
国
内
の
社
会
問
題
－
特
に
社
会
運
動
に
関
す
る
i
情
報
の
掲
載
を
少
な
く
し
た
。
「
読
者
談
話
室
」
に
寄
せ
ら
れ
た
不
満
が
生
ま
れ
た
理
由
で
あ
る
。
し
か
し
『
社
会
評
論
』
は
、
終
始
多
く
の
読
者
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
読
者
の
不
満
を
正
直
に
掲
載
す
る
こ
と
さ
え
、
『
社
会
評
論
』
が
お
の
れ
の
「
進
歩
的
」
姿
勢
を
証
明
す
る
手
だ
て
だ
っ
た
と
い
え
る
。
　
『
社
会
評
論
』
の
廃
刊
後
、
労
働
組
合
・
無
産
政
党
間
に
お
け
る
統
一
戦
線
運
動
の
頓
挫
、
一
九
三
六
年
一
二
月
五
日
の
共
産
党
中
央
151
再
建
準
備
委
員
会
ほ
か
各
種
グ
ル
ー
プ
六
三
三
人
の
全
国
一
斉
検
挙
な
ど
の
た
め
、
日
本
に
お
け
る
人
民
戦
線
運
動
は
壊
滅
的
打
撃
を
う
け
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
日
本
人
民
戦
線
に
関
す
る
論
議
も
、
三
六
年
末
に
は
全
く
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
時
を
同
じ
く
し
て
創
刊
さ
れ
た
総
合
雑
誌
『
自
由
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
152
　
た
寓
一
つ
面
白
い
事
実
が
あ
る
。
　
日
本
の
読
書
階
級
は
全
体
と
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
に
一
つ
の
嫌
悪
を
感
じ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
書
籍
の
売
行
や
雑
誌
記
事
の
受
け
方
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
よ
つ
て
大
体
事
実
と
考
え
ら
れ
、
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ア
が
尚
進
歩
的
な
線
に
沿
う
て
進
ま
う
と
欲
し
て
ゐ
る
一
つ
の
証
左
と
思
は
れ
る
。
こ
れ
が
評
論
雑
誌
の
最
後
に
拠
る
べ
き
足
場
の
一
つ
を
な
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
正
面
切
つ
て
の
論
策
で
あ
る
よ
り
は
紹
介
や
解
説
を
通
じ
て
の
批
評
で
し
か
あ
り
得
な
い
場
合
が
多
い
で
あ
ら
う
。
政
治
の
分
野
に
お
け
る
格
闘
で
あ
る
よ
り
も
、
文
化
に
お
け
る
主
張
た
る
こ
と
が
今
後
ま
す
ま
す
多
く
な
ら
う
。
こ
の
一
線
を
中
心
と
し
て
各
雑
誌
は
意
識
す
る
と
し
な
い
と
を
問
は
ず
無
形
の
努
力
を
試
み
て
紮
・日
中
全
面
戦
争
を
間
近
に
し
た
段
階
で
、
な
お
論
壇
・
総
合
雑
誌
の
読
者
層
に
は
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
「
進
歩
的
」
雰
囲
気
が
根
強
か
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
一
文
は
伝
え
て
い
る
。
そ
の
雰
囲
気
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
考
え
た
い
。
註
（
1
）
　
江
口
圭
一
「
満
州
事
変
と
大
新
聞
」
（
『
思
想
』
一
九
七
三
年
一
　
月
）
。
（
2
）
　
三
三
年
東
京
朝
日
新
聞
に
入
社
し
た
飯
沢
匡
は
、
「
僕
た
ち
が
若
い
こ
ろ
、
朝
日
新
聞
の
学
芸
欄
は
左
翼
一
辺
倒
で
し
た
。
よ
く
も
明
ら
か
な
資
本
主
義
批
判
を
や
っ
た
も
ん
で
す
よ
（
中
略
）
学
芸
部
は
別
天
地
み
た
い
な
も
の
で
左
翼
全
盛
で
し
た
。
そ
れ
を
ま
た
平
気
で
許
し
て
い
た
ん
で
す
ね
L
と
回
想
し
て
い
る
（
『
資
料
日
本
現
代
史
』
第
九
巻
月
報
、
「進歩的」雑誌と反ファシズム運動
　
一
九
八
四
年
、
大
月
書
店
）
。
（
3
）
　
安
田
常
雄
「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
射
程
に
つ
い
て
ー
『
労
働
雑
誌
』
　
に
関
す
る
ノ
ー
ト
」
（
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
『
経
済
学
論
集
』
二
一
号
、
一
九
八
三
年
）
。
（
4
）
　
祖
父
江
昭
二
「
解
説
」
（
『
文
学
評
論
』
復
刻
版
別
巻
所
収
、
ナ
ウ
カ
社
、
一
九
八
四
年
）
。
（
5
）
大
竹
会
『
大
竹
博
吉
・
遺
稿
と
追
憶
』
二
七
七
頁
、
一
九
六
一
年
。
白
谷
忠
三
は
京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
在
学
中
、
社
会
科
学
研
究
会
　
（
社
研
）
に
参
加
し
、
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
）
い
わ
ゆ
る
京
都
学
連
事
件
で
検
挙
・
起
訴
さ
れ
た
。
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
の
四
・
一
六
弾
圧
　
で
再
び
検
挙
・
起
訴
さ
れ
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
一
〇
月
二
九
日
東
京
地
方
裁
判
所
判
決
で
は
、
日
本
共
産
党
の
「
目
的
遂
行
ノ
為
ニ
ス
ル
行
為
ヲ
敢
行
シ
タ
ル
モ
ノ
」
と
し
て
懲
役
二
年
六
月
の
判
決
を
言
い
渡
　
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
経
歴
は
『
社
会
評
論
』
の
常
連
寄
稿
者
だ
っ
た
鈴
木
安
蔵
・
関
根
悦
郎
ら
（
表
1
参
照
）
と
共
通
し
て
お
り
、
編
集
方
針
に
　
一
定
の
影
響
を
与
え
距
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
6
）
　
ソ
連
関
係
の
記
事
に
つ
い
て
の
内
容
分
析
、
ま
た
ナ
ウ
カ
社
が
ど
　
の
よ
う
に
し
て
海
外
関
係
記
事
を
収
集
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
　
こ
と
が
必
要
だ
が
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。
（
7
）
白
谷
忠
三
は
戦
後
「
戦
争
責
任
問
答
」
（
『
言
論
』
一
九
四
六
年
一
月
）
を
発
表
し
て
お
り
、
そ
の
構
成
が
「
進
歩
問
答
」
と
よ
く
似
て
い
　
る
こ
と
か
ら
、
「
竹
田
省
太
郎
」
は
白
谷
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
（
8
）
　
『
社
会
評
論
』
一
九
三
五
年
六
月
、
六
五
頁
。
（
9
）
　
戸
坂
「
現
下
に
於
け
る
進
歩
と
反
動
の
意
義
」
（
『
改
造
』
一
九
三
六
年
三
月
、
『
日
本
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
論
』
所
収
）
。
（
1
0
）
　
（
1
1
）
『
社
会
評
論
』
一
九
三
五
年
六
月
、
六
六
頁
。
（
1
2
）
　
同
前
、
六
八
頁
。
（
1
3
）
　
（
1
4
）
同
前
、
六
九
頁
。
（
1
5
）
　
「
治
安
維
持
法
違
反
事
件
被
告
人
大
竹
廣
吉
他
一
名
に
対
す
る
予
審
終
結
決
定
」
（
『
思
想
月
報
』
四
七
号
、
＝
二
八
頁
）
。
（
1
6
）
　
「
第
二
号
も
創
刊
号
同
様
す
ば
ら
し
い
売
行
を
見
た
。
進
歩
的
大
衆
の
支
持
が
霰
然
と
し
て
本
誌
に
集
つ
た
観
が
あ
る
。
」
（
「
編
輯
後
記
」
一
九
三
五
年
五
月
）
。
（
1
7
）
　
一
方
、
農
村
の
仲
間
四
～
五
名
で
『
社
会
評
論
』
一
部
を
共
同
購
　
入
し
回
覧
す
る
例
も
、
「
読
者
相
談
室
」
（
広
島
有
田
、
一
九
三
五
年
五
月
・
秋
田
小
田
島
、
一
九
三
五
年
六
月
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
新
聞
雑
誌
講
読
者
数
並
に
其
の
傾
向
に
関
す
る
件
」
（
『
出
版
警
察
報
』
一
〇
　
二
号
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
六
年
一
二
月
現
在
、
広
島
県
に
お
け
　
る
『
社
会
評
論
』
講
読
者
数
は
一
〇
六
と
あ
る
。
三
六
年
八
月
号
で
　
「
社
会
評
論
』
が
廃
刊
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
実
際
の
講
読
者
数
は
も
　
っ
と
多
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
（
1
8
）
　
こ
の
欄
は
二
～
三
頁
で
労
働
組
合
・
農
民
組
合
・
無
産
政
党
等
の
動
向
を
伝
え
る
も
の
で
、
『
社
会
評
論
』
と
し
て
の
意
見
は
出
さ
ず
情
報
の
伝
達
に
つ
と
め
て
い
る
。
『
労
働
雑
誌
』
『
時
局
新
聞
』
『
社
会
運
動
通
信
』
と
比
較
す
る
と
、
情
報
量
は
少
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
（
1
9
）
　
「
各
方
面
の
出
来
事
に
就
い
て
正
し
い
意
見
を
持
つ
た
め
に
四
頁
匿
名
評
論
欄
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
（
中
略
）
筆
者
は
何
れ
も
信
頼
す
べ
き
古
参
者
と
新
人
、
大
い
に
御
期
待
を
乞
ふ
L
（
「
編
集
後
記
」
三
五
年
九
月
、
二
五
五
頁
）
。
ペ
ン
ネ
！
ム
に
は
「
烏
太
郎
」
「
赤
星
白
光
」
「
雷
鳴
雄
」
「
難
賀
何
太
」
「
草
刈
鎌
吉
」
「
関
太
郎
」
「
山
本
八
洲
雄
」
　
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
本
名
は
不
明
で
あ
る
（
表
1
参
照
）
。
（
2
0
）
　
『
社
会
評
論
』
の
ほ
か
文
化
擁
護
国
際
会
議
の
模
様
を
報
道
し
た
合
法
誌
紙
に
は
、
ナ
ウ
カ
社
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
た
『
文
学
評
論
』
や
、
『
世
界
文
化
』
『
セ
ル
パ
ン
』
『
時
局
新
聞
』
『
新
潮
』
『
文
藝
』
な
ど
が
あ
る
。
小
田
切
進
・
倉
和
男
編
「
日
本
に
お
け
る
人
民
戦
線
的
動
向
に
関
す
る
文
献
目
録
」
（
『
季
刊
世
界
文
学
』
第
四
号
　
一
九
六
六
年
）
、
犬
丸
義
一
『
日
本
人
民
戦
線
運
動
史
』
（
青
木
書
店
　
一
九
七
八
年
）
参
　
照
。
（
2
1
）
　
三
五
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
結
成
・
文
化
擁
護
国
際
作
家
会
議
と
並
ん
で
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
（
七
月
二
五
日
～
八
月
二
　
一
日
）
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
に
つ
い
て
の
『
社
会
評
論
』
に
お
　
け
る
報
道
は
、
一
〇
月
号
の
「
国
際
社
会
運
動
通
信
」
で
概
要
が
触
れ
　
ら
れ
た
程
度
で
あ
る
。
「
編
集
後
記
」
に
は
、
「
予
定
し
て
ゐ
た
資
料
が
殆
ど
入
手
出
来
な
か
つ
た
の
と
、
余
り
立
ち
入
る
こ
と
は
本
誌
の
領
分
外
の
こ
と
な
の
で
大
会
経
過
の
報
道
に
と
ど
め
た
」
と
あ
る
。
『
社
会
評
論
』
の
「
進
歩
的
」
姿
勢
の
一
端
が
現
れ
て
い
る
。
（
2
2
）
新
居
「
文
化
擁
護
運
動
の
第
一
歩
」
（
『
社
会
評
論
』
一
九
三
五
年
　
＝
月
、
一
〇
七
頁
）
。
（
2
3
）
　
加
藤
「
文
化
団
体
の
再
編
成
か
新
規
提
唱
か
」
同
前
、
一
一
五
頁
。
（
2
4
）
　
『
社
会
評
論
』
＝
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
高
岡
茂
「
学
生
と
文
化
　
擁
護
の
問
題
」
は
、
文
化
擁
護
運
動
に
た
い
す
る
学
生
の
関
心
が
薄
か
　
捌
　
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
「
或
る
学
生
は
私
に
バ
ル
ビ
ュ
ス
の
計
を
　
報
じ
た
新
聞
を
読
み
つ
、
、
「
此
処
に
あ
る
こ
の
最
近
の
パ
リ
の
作
家
　
会
議
つ
て
何
だ
ろ
う
ね
」
と
尋
ね
る
の
だ
つ
た
。
だ
が
こ
う
言
ふ
人
さ
　
へ
珍
し
い
の
だ
。
既
に
四
ケ
月
も
前
に
終
つ
た
あ
の
文
化
擁
護
の
為
の
　
大
会
を
全
く
知
ら
ず
、
昼
飯
時
の
話
題
の
一
つ
と
し
て
さ
へ
も
取
り
上
　
げ
ら
れ
な
い
と
い
ふ
の
が
、
今
の
学
生
の
本
当
の
所
な
の
で
あ
る
。
」
（
2
5
）
　
小
岩
井
「
社
会
運
動
の
展
望
」
（
『
社
会
評
論
』
一
九
三
六
年
一
月
、
　
六
頁
）
。
（
2
6
）
　
江
口
「
学
芸
自
由
同
盟
の
復
活
に
つ
い
て
」
（
『
社
会
評
論
』
一
九
　
三
六
年
二
月
、
二
八
頁
）
。
（
2
7
）
　
難
賀
何
太
「
政
治
評
論
」
（
『
社
会
評
論
』
一
九
三
六
年
二
月
、
四
　
〇
頁
）
。
（
2
8
）
難
賀
何
太
「
政
治
評
論
」
（
『
社
会
評
論
』
一
九
三
六
年
三
月
、
五
　
九
頁
）
。
こ
の
記
事
は
相
沢
事
件
公
判
に
触
れ
た
箇
所
が
削
除
処
分
を
　
受
け
、
該
等
頁
は
製
本
後
に
破
ら
れ
て
い
る
。
（
2
9
）
　
麻
生
「
歴
史
の
歯
車
」
（
『
改
造
』
一
九
三
六
年
四
月
）
。
（
3
0
）
　
塩
田
咲
子
「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
全
合
同
運
動
と
全
評
」
（
『
労
働
運
動
　
史
研
究
5
9
号
　
日
本
の
統
一
戦
線
運
動
』
一
九
七
六
年
）
。
（
3
1
）
　
四
月
号
に
は
事
件
に
つ
い
て
「
筍
し
く
も
「
政
治
評
論
」
と
銘
打
つ
　
以
上
、
大
い
に
こ
れ
を
評
論
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
、
う
な
つ
い
た
途
端
、
　
編
集
部
か
ら
休
戦
ラ
ッ
パ
が
声
高
く
鳴
り
響
い
た
の
で
、
惜
し
く
も
筆
「進歩的」雑誌と反ファシズム運動
を
措
く
こ
と
～
し
た
L
（
松
尾
平
助
「
政
治
評
論
」
）
と
い
う
記
事
も
あ
り
、
編
集
の
際
自
己
規
制
の
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
読
者
談
話
室
」
に
も
事
件
に
触
れ
た
投
書
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
　
　
　
　
°
（
3
2
）
　
三
六
年
三
月
号
の
特
集
「
日
本
資
本
主
義
論
争
の
展
開
」
で
は
、
「
日
本
資
本
主
義
論
争
概
観
」
（
横
瀬
毅
八
）
・
「
土
地
所
有
の
近
代
性
と
封
建
性
」
（
関
根
悦
郎
）
・
「
日
本
に
於
け
る
小
作
制
度
」
（
木
村
荘
之
助
）
が
掲
載
さ
れ
た
。
同
号
の
編
集
後
記
は
「
今
後
も
続
い
て
論
争
を
展
開
の
予
定
、
読
者
諸
君
の
参
加
を
大
い
に
希
望
す
る
」
と
述
べ
て
い
　
た
が
、
そ
の
後
論
争
に
関
す
る
論
文
は
全
く
掲
載
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
　
こ
れ
に
対
し
「
そ
の
後
一
つ
の
論
争
文
も
掲
載
し
な
い
の
は
ど
う
し
た
　
訳
か
？
」
（
東
京
　
春
日
生
　
「
読
者
談
話
室
」
一
九
三
六
年
六
月
）
と
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
（
3
3
）
　
加
藤
「
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
の
基
礎
の
上
に
」
（
『
社
会
評
論
』
一
九
三
六
年
四
月
、
一
〇
頁
）
。
（
3
4
）
　
民
政
党
代
議
士
の
斎
藤
隆
夫
は
三
六
年
五
月
七
日
、
第
六
九
議
会
　
で
「
粛
軍
演
説
」
を
行
い
話
題
を
集
め
た
。
（
3
5
）
　
伊
東
昭
夫
「
学
生
時
評
」
（
『
社
会
評
論
』
一
九
三
六
年
五
月
、
一
　
一
三
頁
）
。
（
3
6
）
　
犬
丸
前
掲
書
、
＝
二
頁
。
（
3
7
）
　
犬
丸
前
掲
書
、
一
一
三
～
一
一
七
頁
。
三
六
年
に
日
本
共
産
党
　
「
関
西
地
方
委
員
会
」
「
中
央
再
建
準
備
委
員
会
」
名
義
の
文
書
を
印
刷
　
発
行
し
、
海
外
か
ら
入
っ
て
き
た
人
民
戦
線
戦
術
に
関
す
る
文
書
の
紹
　
介
を
行
っ
た
藤
井
英
男
は
、
「
こ
の
よ
う
な
「
人
民
戦
線
」
方
針
は
、
少
数
の
共
産
党
員
の
み
が
知
っ
て
い
て
も
無
意
味
と
判
断
し
、
合
法
的
労
働
組
合
、
農
民
組
合
、
消
費
組
合
、
文
化
団
体
を
始
め
、
有
力
活
動
家
の
自
宅
等
へ
も
、
多
量
に
郵
送
し
た
」
と
回
想
し
て
い
る
（
「
日
本
人
民
戦
線
の
経
験
」
『
運
動
史
研
究
』
5
、
一
九
八
〇
年
二
月
）
。
（
3
8
）
　
『
社
会
評
論
』
誌
上
に
お
け
る
人
民
戦
線
と
い
う
言
葉
の
初
出
は
、
三
六
年
四
月
号
掲
載
の
ゴ
ン
ザ
レ
ス
「
ス
ペ
イ
ン
の
近
状
」
で
あ
る
。
　
そ
れ
ま
で
フ
ロ
ン
・
ポ
ピ
ュ
レ
ー
ル
の
訳
語
に
は
「
国
民
戦
線
」
が
使
わ
れ
て
お
り
、
「
人
民
戦
線
」
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
時
期
普
及
し
た
　
こ
と
が
わ
か
る
。
同
じ
四
月
号
の
関
太
郎
「
三
月
の
論
壇
」
は
、
自
由
主
義
者
の
馬
場
恒
吾
を
、
「
こ
の
人
あ
た
り
は
自
由
主
義
擁
護
の
為
に
少
し
は
実
践
的
領
域
に
踏
み
込
ん
で
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
闘
争
の
為
の
人
民
戦
線
結
成
に
可
成
り
な
役
割
を
演
じ
て
好
い
人
で
は
な
い
か
と
思
ふ
」
と
評
価
し
て
お
り
、
人
民
戦
線
を
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
た
め
に
自
由
主
義
者
と
も
手
を
組
む
方
法
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
改
造
』
　
三
六
年
三
月
号
の
淡
徳
三
郎
「
ク
ロ
ア
・
ド
・
フ
ー
と
フ
ロ
ン
・
ポ
ピ
　
ュ
レ
ー
ル
」
で
は
、
「
人
民
戦
線
」
の
訳
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
（
3
9
）
　
香
内
三
郎
・
上
野
征
洋
『
抵
抗
と
沈
黙
の
は
ざ
ま
で
ー
雑
誌
『
自
　
由
』
（
一
九
三
六
↓
一
九
三
八
）
の
軌
跡
』
四
六
～
四
八
頁
、
新
時
代
　
社
　
一
九
八
五
年
。
°
（
4
0
）
　
関
根
「
政
局
の
現
段
階
と
そ
の
見
透
し
」
（
『
社
会
評
論
』
一
九
三
　
六
年
六
月
、
一
七
頁
）
。
（
4
1
）
　
岡
田
「
特
別
議
会
と
無
産
階
級
」
同
前
、
三
九
頁
。
　
　
　
　
　
　
5
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
（
4
2
）
　
加
藤
「
政
治
的
自
由
の
た
め
に
」
同
前
、
五
〇
頁
。
（
4
3
）
　
た
だ
し
官
憲
側
の
、
『
社
会
評
論
』
を
含
め
た
当
時
の
左
翼
系
雑
　
誌
に
対
す
る
評
価
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
最
近
の
左
翼
論
　
壇
の
時
事
問
題
に
対
す
る
論
評
は
極
め
て
貧
弱
で
あ
る
「
共
産
主
義
系
」
　
に
属
す
る
「
歴
史
科
学
H
唯
物
論
研
究
ト
経
済
評
論
」
等
が
時
事
問
題
に
　
対
す
る
論
評
を
避
け
て
、
多
く
は
徳
川
、
明
治
時
代
の
社
会
制
度
、
経
　
済
組
織
の
純
理
論
的
研
究
に
局
限
し
て
ゐ
る
現
在
と
し
て
は
時
事
問
題
　
に
比
較
的
理
論
的
論
評
を
掲
げ
る
も
の
と
し
て
は
、
僅
か
に
「
合
法
左
　
翼
系
」
に
属
す
る
「
社
会
評
論
」
一
種
あ
る
の
み
で
あ
る
。
」
（
内
務
省
警
　
保
局
図
書
課
『
出
版
警
察
資
料
』
第
十
四
号
、
一
二
〇
頁
、
一
九
三
六
年
八
月
）
（
4
4
）
　
司
法
省
刑
事
局
『
思
想
月
報
』
三
〇
号
、
五
四
頁
。
「
学
芸
ニ
ュ
　
ー
ス
」
（
『
セ
ル
パ
ン
』
一
九
三
六
年
九
月
）
。
（
4
5
）
　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
六
年
九
月
八
日
。
「
我
国
共
産
主
義
運
動
」
の
「
中
心
テ
ー
ゼ
」
と
見
な
さ
れ
た
「
日
本
の
共
産
主
義
者
へ
の
　
て
が
み
」
は
、
三
六
年
七
月
ご
ろ
日
本
に
送
付
さ
れ
て
き
た
と
い
う
　
（
内
務
省
警
保
局
編
『
社
会
運
動
の
状
況
　
共
産
主
義
運
動
編
』
昭
和
十
一
年
、
三
五
頁
）
。
七
月
三
一
日
、
内
務
省
警
保
局
長
は
各
庁
府
県
長
官
に
「
共
産
主
義
運
動
取
締
二
関
ス
ル
件
」
を
通
達
し
、
「
合
法
出
版
物
ノ
左
翼
記
事
ニ
モ
留
意
シ
、
筍
モ
容
疑
ノ
点
ア
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
、
夫
々
適
宜
ノ
処
置
ヲ
講
シ
、
且
ツ
之
ヲ
保
存
シ
置
ク
ベ
シ
」
（
『
季
刊
現
代
史
』
第
七
号
所
収
）
と
警
戒
を
促
し
て
い
る
。
（
4
6
）
　
『
セ
ル
パ
ン
』
一
〇
月
号
巻
末
の
「
後
記
」
に
は
、
「
九
月
号
の
『
セ
ル
パ
ン
』
は
近
来
に
な
い
好
評
で
あ
つ
た
。
恐
ら
く
創
刊
以
来
の
　
最
高
の
成
績
で
あ
る
と
思
ふ
。
広
告
面
も
そ
れ
に
比
例
し
て
増
加
率
が
　
大
き
く
な
つ
た
」
と
あ
る
。
『
セ
ル
パ
ン
』
の
売
行
き
が
伸
び
た
理
由
　
鰯
　
を
人
民
戦
線
関
連
記
事
に
求
め
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
　
も
『
セ
ル
パ
ン
』
の
「
進
歩
的
」
な
姿
勢
が
、
多
く
の
支
持
を
集
め
た
　
こ
と
は
わ
か
る
。
（
4
7
）
　
『
社
会
評
論
』
一
九
三
六
年
八
月
、
二
頁
。
（
4
8
）
　
連
載
小
説
の
島
木
健
作
「
再
建
」
（
第
九
回
）
に
も
、
連
載
開
始
　
以
来
初
め
て
の
大
幅
な
削
除
（
一
〇
行
）
が
加
え
ら
れ
、
規
制
の
強
化
を
　
う
か
が
わ
せ
る
。
（
4
9
）
　
内
務
省
警
保
局
保
安
課
『
特
高
月
報
』
昭
和
十
一
年
十
月
分
、
　
一
六
三
頁
。
米
村
正
一
「
入
獄
事
件
の
あ
と
さ
き
」
（
前
掲
『
大
竹
博
吉
・
遺
稿
と
追
憶
』
所
収
、
二
九
五
頁
）
。
（
5
0
）
　
『
社
会
運
動
の
状
況
　
文
化
運
動
編
』
昭
和
十
一
年
、
＝
二
頁
。
（
5
1
）
　
『
特
高
月
報
』
昭
和
十
一
年
七
月
分
、
一
〇
頁
。
（
5
2
）
　
渡
辺
『
烈
風
の
中
を
』
一
六
二
頁
、
東
邦
出
版
社
　
一
九
七
一
年
。
（
5
3
）
　
『
文
学
評
論
』
八
月
号
も
、
誌
面
を
ゴ
ー
リ
キ
i
追
悼
特
集
で
か
た
め
、
日
本
の
社
会
運
動
・
文
化
運
動
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
　
い
な
い
。
（
5
4
）
江
口
「
一
九
一
〇
i
三
〇
年
代
の
日
本
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
　
　
近
代
3
』
五
一
頁
、
一
九
九
四
年
）
。
（
5
5
）
　
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
批
判
　
総
合
雑
誌
論
序
説
」
（
『
自
由
』
一
九
三
七
年
一
月
、
九
九
頁
）
。
『
自
由
』
に
つ
い
て
は
、
前
掲
香
内
・
上
野
『
抵
抗
と
沈
黙
の
は
ざ
ま
で
』
参
照
。
